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クリニチ天文憂報告
焔焔3日グリニチ敵蜘鑑査帳面価し・1939細月末日までの
一年間の聯儲をH・Spencg「Jones数よ吸けた・期報瀬領は・ド，）
通りである．
子午壌観測輌游繊による醒画龍系統設定プログラムが前物
來鰍されてるて，1937年此の機械鮒け蝋4333回嚥測が行は才・た．研
究の繍灘晦晦動の原因は・zau微尺と接踊との間即吟にも上る
臨調ることが糊した・叉・フk準器礎動も・蹴働石勤問の囎
差により，　Ptva一＃の根鞭因は鰍加の風伽靴であることが知れたイ、，
れも2一れは礪に伽：値力搬された・榊噺の鰍も乏れによって改・，さ
れた．
エヤリ蒋環は主として太陽封扁遊星の徽闘ひられた17塒以來
グリ’チ鰍ける太陽の撒は，他の緬の天煉の同徽翻や・月，錘
・羅馬欝の襯と組み台はせて・塒の購醸鯛の懸盤ひられた，
ククソン天頂儀緯雌酬麟のため冶言＋283回の顧徽が止ヒの一年阪
行はれた・191　1『1936’gl　vcわたる25輔の結果の齪的研究はmぐ印刷中であ
る．
28嚇灘新しい購勲伽ぐの囎は轍き（糠近接二醒の測定に）
優良である．
26吋トムソン赤融融・決定のために38放の纈撒罎られ・：5（．，　38。の
是の観差が算定された．
36吋や叛鱒蜘醐｝艦によb，勲肛は醒の鱒蜘会期回し
た．此の250ケの星の研究結果は近く印刷に附せられる筈．
目下・上言己癬麟の代り蹄1隙分光器洲1ひられてるる・樹・黄色や赤色，）
猷分光醒航して高温鰻醗見されるか否か住みるため，プリズ・分
光器がスペクトルの董外部ic於て用ひられてるる．
太職及び分光太際1874年以來晦日の太陽面態が撮竸れ，籍噸
’Na）ためCapcやKod“ik“nal天煙と嗣してみる・11年週職勤極大期』
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は既に過ぎたらしい．此の一・年間に11ケの黒貼群が現はれ，其の7ケは中央子
午線通過の前後に磁氣嵐が認められた．太陽面の水素ガス噴出と地球大氣の電
離暦の攣動とに關係があるか否かを確かめるため，槻測が行はれ，叉，同時に
太陽面上の水素班や紅焔の光輝観測が行はれてるる．
　標準時部　標準時は公正に維持されてみる．幾つかの時計を用ひ，“李均時
計”を保持する原則は極めて良成績である．時刻決定のため114夜にわたり可
逆子午儀で観測が行はれた．National　Physical　Laboratoryで作られた水晶時
計が設備された．エストミンスタ時計（“Big　Ben”）・の威績は，1秒以上の誤差
の日が16ケ臼，又，0．5秒以下の日が188日であった．一年中，槍査のため，
4170ヶのクロノメ1タや小型痔計を受付け，3662ケを返却した．
　航海暦局　例年の通り，航海暦，航海略暦，図面暦，天文航海表の計算と出
版が行はれた．叉，特殊問題の研究部が組織された．1940年暦の附録として，
器械の設計や調節に必要な歎櫨が獲行される．1940年十月1日の電離日食や粒
子日食線の地歩も獲表された．
　地磁氣観測　早まはし（毎分3ミ’リ）のしa　Cour機がAbinger親測所に設備
された．1938年度の地軍勢要素は
　　　　　　　偏　　差　　　　　西へ　lt。01’・4
　　　　　　　アkZF分力　　　　　　　　　0．18522ガウス
　　　　　　　垂直分力　　　　　　　　　0．43050　ヴ
　　　　　　　伏角　　　66。43’2
吐の一年間の磁氣活動は顧著で，大嵐が5回，小嵐が23回記録された．アビン
ジや観測所では，南部鐵道電化のための磁力妨害が檜し，篭間は蓮綴的に妨害
（5γ乃至10γ）があり，只，1時から5時までは著しく減少する．此の妨害のた
め，研究が困難となりつNあるが，ラク！ル機の使用により，GuildfOrd騨や
Dorking騨附近を列：車が通過する時の影響が確かめられた．最近，　Chichester，
ItchenOr，　Selsey附近の影響が研究されてるる．セルシは鐵道線路より7哩も
離れてみるので，1ガヴスぐらぴの垂直力妨害が稀に起るに過ぎないが，明瞭
に判別し得る．
人員W．M．　H．　Greaves氏は首席助役であったが，最近にスコトランドの
勅任天文博士に任命されたため，ケンブリヂ大匙のH．R・Hulme氏が新しく
326 グリ晶チ天交鞭報鰹
任命を受けた．
勧に濠長鮒言して，グリ”チ天煉は繍上a）　＝ンデシ・ンカ撫悪
くなって來つNあることを訴へた液室回るいため・塒間蹴の天甑虞
は不可能となり・　’nqa＞kめ從來の研究を績行ずるに嵯支へ鞭も悪くなっ
て來た・樹麟吐アルミゆ順が著しく荒れ漸子撒の軸やYも撫
目立って二途にはグリ＝チ備での望麟4）勤レンズは髄となって了
つたド…といふ轍であって・“ntし，グリ＝チ天蝶が繊264禰輝やカ，
しい蜥榔げた如く論後蠣いて天文EP進歩のため鞭な韻靴な唾
徽る鮮時雄撫んとするために｝よ・是非と襯測ゆコンデ・・ンの良
好な土地へ顕すべきである論のやうva　＝ンデシヨンの悪噺で襯嫡む
こと購夢判の鞍であり・プPグラムは一思局限せられる’・とは止むを
得ない”云々と等長は述べてみる．
又，アビンジ悦磁氣親漸では，上言己の如く・入駒ゾ）礁が多くて峨
悪の場合には襯は殆ん撫1質鮭なる・故に，悟れも亦他へ騰力泌魅あ
る・イングランドの南部で庇うした：場所を捜さうとすると，　DeVOnshireのA
部以外には無い．
因みに沸國パリ脚立馬脚も諦そ封醐霧や燃を謝て，移勧計ら
れてあるeとは，かつて本誕も言亡した・近四脚の難は，天煉に1よに撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×であること，世界共通の問題と嘗ふべきである．
俳 句
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